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＜小さな巨人「微生物」の生きざまを知る＞ 

微生物のもつ大きな力～微生物が支える人の健康～ 
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○講義概要

微生物とは目に見えない生き物の総称である。大きいものではゾウリムシのような原生動物から、麹菌のような

真菌、大腸菌や乳酸菌のような細菌まで、実に様々なものがいる。感染しないと繁殖できないウイルスは生物で

はないが、私達に病気を引き起こす厄介なものもいる。地球上で微生物の棲んでいない環境はない。ところが、

最近の研究から、実験室で培養できる微生物は、わずか１％にも満たないことがわかってきた。言い換えれば、

99%の微生物は手つかずの状態で残っていることになる。近年、海底の熱水鉱床からは、生命の起源に最も近い

と予想される超好熱菌が分離された。この菌のもつ酵素は、沸騰水中でも活性を失わないスーパー触媒で、様々

な化学産業や研究現場でも活用されている。遺伝子診断や犯罪捜査に不可欠となった DNA合成酵素も、その

多くは超好熱菌に由来する。また、私達の腸内にも多くの細菌が存在し、その菌叢は腸内環境ばかりか、健康状

態や感情まで支配していると考えられるようになった。微生物が作る発酵食品は、機能性分子を多く作り、食べ物

に旨味を与え、健康長寿にも深く関わっている。日本食は長寿を支える食文化として、世界中から注目されてい

るが、その中心にいるのは日本の国菌である麹菌（糀菌）である。今回のセミナーでは 90℃を超える温度で生育

する超好熱菌と、身近な伝統的発酵食品を作る微生物に注目し、微生物のもつ大きな力を紹介したい。 
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土の中の助け合い～土壌微生物と植物との共生～ 
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○講義概要 

植物は微生物と相互作用を行うことで、個体の生長や形態、植生に至るまで多大な影響を受けています。この

影響は植物の生育を促進するものから、枯死に至らせる有害なものまでさまざまで、さらに植物と微生物の組合

せや環境によっても変化していきます。このように多様な植物微生物間相互作用の中で、土壌微生物である根粒

菌やアーバスキュラー菌根（AM）菌との相互作用「根粒共生」、「AM 共生」では、宿主植物へ窒素やリン源などの

養分を供給する替わりに光合成産物などの炭素源を得る相利的な関係を築いています。これらの共生では、共

生菌が宿主植物の根内部に侵入し、植物と菌が協調して共生器官を形成することで、両生物間での養分のやり

取りが行われています。 

本講義では、このような植物－微生物間で高度に発達した共生メカニズムの紹介と、その養分供給能に注目し

た「微生物肥料」としての農業分野への応用展開について紹介します。 
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「ポストコッホ微生物学」ってなんだ？！ 
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○講義概要 

地球上には、動植物を遥かに上回る 1000 万種もの微生物が存在していると言われています。微生物は地球

環境や動植物と複雑に関わりあいながら、生態系の中心的な役割を担っています。そのような微生物の研究にこ

れまで用いられてきた方法は、今から 140 年ほど前にロベルト・コッホが開発した寒天培地とシャーレによる分離

培養です。しかしこの方法では、生育が遅い菌や他の微生物が一緒にいないと増えない菌など多くの微生物を

分離することができず、結果として現在でもほとんどの微生物が未解明のまま残されています。この現状を打破す

るため、従来のコッホ型微生物学を革新する新たな微生物研究の潮流が生まれました。その名も「ポストコッホ微

生物学」。この新たな学問分野は従来の生物学の枠を超えて、マイクロマシン技術で作製した極小培養装置、レ

ーザー光を用いた分光分析技術、人工知能技術など、最新の工学・理学・情報学を結集させたものです。本講



義では、光を利用して生きたままの微生物１匹を調べる技術に特に焦点をあてながら、「ポストコッホ微生物学」は

一体どんな学問なのか、私たちの生活や社会問題にどう貢献できるのかについてお話します。 
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